
訂正

・2015年 3月号（case16大原國章 先生）論文内（p.308短趾屈筋弁）におきまして，
　（e）の術後の写真が欠落しておりました．以下に写真を追加し，訂正いたします．

短趾屈筋弁（1980年の手術）
（a）踵の浸潤性の ALM．
（b）広範囲に深く切除している．
（c）足底腱膜を切開して，短趾屈筋を遠位で切断して反転．
（d）筋肉で軟部組織の代用とし，その上に分層植皮．
（e）術後約 5カ月の状態．

a b c

d e

● 短趾屈筋弁


